
観光システムと
これからの観光

5月16日（火）
13：00～14：30

地場産業振興センター
第５研修室

敷田　麻実
（北陸先端科学技術大学院大学）

いしかわ観光創造塾 受講プログラム
講　　　義　　　名 開講日時 開　講　場　所 講　　師　　名

講　義　の　主　題　
キーワード 　この授業では、観光塾の全期間を通して学ぶ観光の基礎を説明し、受講

生が何を学び、どこまで到達したらよいのかなど、観光塾での学習目標や
学習内容を示します。そして、各授業で扱う内容の関連や今後の観光振
興を支える専門家となるための観光の基本概念に関して共有した上で、
受講生が終了後に目指す姿を説明し、モチベーションを高める機会としま
す。
　また、観光に関する最近の動向を示した上で、これから観光に関与する
受講生が、観光を鳥瞰できるようにします。

観光振興

観光の最新動向

観光システム

観光塾の学びの特徴

　当日の講義はスライドにて説明いたしま
す。事前配布するテキストは参考資料とし
てお使いいただきます。

【参考図書】
ルオフ(2010)『紀元二千六百年　消費と観光
のナショナリズム』, 朝日新聞出版, 東京都,
303p.

安村克己以下43名(2011)『よくわかる観光社
会学』, 安村他編,ミネルヴァ書房, 京都市,
212p.

観光力推進ネットワーク・関西・日本観光研究
学会関西支部『地域創造のための観光マネ
ジメント講座』, 観光力推進ネットワーク・関
西・日本観光研究学会関西支部編,学芸出版
社, 京都市, 214p.

　今までみなさんが進めてきた「観光振興活動」や体験は無駄ではあ
りません。しかし、本当に体験するだけで十分でしょうか？経験やカン
に頼りすぎてはいませんか？
　この観光創造塾では、満足度を高めるというハピネス実現のための
観光と、ビジネスとしての観光の両方を学びます。ここで学ぶことは、
個人や事業者の努力をより有効にするための戦略や工夫、合理的な
アプローチです。それは例えば、組織やネットワークづくり、それを活
かすための個人やチーム能力の向上方法です。この授業で、観光創
造塾の学習スタイルを理解してから、半年間の受講に入っていきま
す。

講義の概要（講義の進め方・履修項目など）
　授業は主にテキストと配付資料による解説で進めます。他の授業を受講するための「導入」となる授
業ですが、同時に、セミナーで「学ぶ内容の全体像」や「なぜ学ぶか」を学ぶ授業です。また、観光シス
テムに関する知識を吸収するための授業ともなります。導入部分は座学形式授業ですが、できるだけ
対話形式の授業とし、モチベーションの向上に努めます。
　まず観光創造塾の開設目的や背景、学びのスタイルについての基本的な説明をします。またこの塾
の主催者側から、受講生に期待することや、何をどこまで学ぶのかという学習に関する基本項目を共有
します。さらに、今後の観光振興や観光のトレンドに関して説明し、この観光創造塾の基本となっている
考え方について共有します。
　なお、地域資源開発や地域観光戦略、観光まちづくりなど、観光と関連する分野の動向や、最新観光
動向についての新聞記事を基にしたミニディスカッションも行います。

【事後課題】ありませんが、テキストや参考文献を読むなどの、各自による「ふりかえり」を強く勧めます。

受講者の到達目標
①観光創造塾での学び方の特徴が理解できる。
②観光の今後の動きや特徴を自分で説明できる。
③地域の観光戦略の重要性が理解できる。
④グループディスカッションのプロセスや重要性が理解できる。
⑤他の受講生とコミュニケーションをとることができる。

テキスト・教材・参考図書など その他、履修上の注意事項や学習上の助言など



これからの石川の観光を考える
～石川観光の現状と課題を踏まえて～

5月16日（火）
14：50～16：30

地場産業振興センター
第５研修室

山田　元一（（株）金沢倶楽部）
敷田　麻実（北陸先端科学技術大学院大学）

いしかわ観光創造塾 受講プログラム
講　　　義　　　名 開講日時 開　講　場　所 講　　師　　名

授　業　の　主　題
キーワード 　この授業では、観光創造塾で学ぶことの意味や、学ぶことへの期待、どのような

観光がこれから期待されているかについて受講生が自覚し、自分が学ぶことが期
待されていることを認識することを目標にします。
　そのために、石川県の観光について日常から提案や提言をしているビジョナ
リーである山田先生に登壇して頂き、石川県の観光の現状と課題を独自の視点
で分析してお話いただきます。その上で,受講生が自信でそれを考えて整理し、こ
の塾で学ぶためのモチベーションを持つことを目標にします。
　特に、持続可能な観光や観光の社会的な役割、また観光で何が実現できるか
など、個々の事業の利益を越えた、これからの石川観光全体に関する議論をしま
す。

ビジョナリー
モチベーション
石川観光の課題
学習の目的

　テキストは特にありません。また、以下の図書は、
塾の授業全般に参考になります。

今井むつみ(2016)『学びとは何か-<探求人>になる
ために』, 岩波書店, 230+7p.
岩田健太郎(2012)『主体性は教えられるか』, 筑摩書
房, 東京都, 237p.
森博嗣(2013)『人間はいろいろな問題についてどう考
えていけば良いのか』, 新潮社,  208p.
佐伯啓思(1993)『「欲望」と資本主義-終りなき拡張
の論理』, 講談社, 東京都, 222p.
渡辺靖(2015)『〈文化〉を捉え直す―カルチュラル・セ
キュリティの発想』, 岩波書店, 東京都, 204p.
新井和宏（2017）『持続可能な資本主義』, ディスカ
バートウェンティ, 東京都, 213p.

　今まで学ぶことは、「自分のため」、つまり学ぶことで、あなたがよい
学校に入学できる、よい仕事に就けるなど、「あなた自身にとってメリッ
トが生ずるから学ぶ」と教えられてきませんでしたか？しかし自分のた
めに学ぶことが、本当に学ぶ意欲や意味につながるのでしょうか。
　そこでこの塾では、学ぶ前に何のために学ぶかをまず問います。そ
のために、観光分野の未来を語っているビジョナリーと対話をします。
　一方、この塾では、学ぶことを通してあなたの能力を高め,それを社
会で活かすことを考えます。特に観光や観光サービスを生み出すこと
でその実現を図ることが、この塾の学びの目的です。ただし、この塾で
は、いきなりテクニックを学ぶ前に、自らの学ぶことについての意味を
自覚し、常に何のために学ぶかを考えるために、受講生同士で対話し
ます。

授業の概要（授業の進め方・履修項目など）
　授業では、50分間の講義を聞いた上で、ワークショップします。講義の後、受講生グループで、50分かけて議論
し、話題となったことのポイントを3点リストアップしてもらいます。複数チームからの発表をお願いする予定です。

Ⅰ．本県の観光産業に関する講演（５０分間）
　　講義テーマ「'これからの石川の観光を考える（石川観光の現状と課題を踏まえて）」
　　講　師：（株）金沢倶楽部　代表取締役社長　山田元一

Ⅱ．ワークショップ（５０分間）
　　講義を聞いた上で、ワークショップします。そこで話されたことを受講生同士でもう一度議論し、観光産業を取り
巻く
　　状況変化を踏まえた今後のリーダー像（この塾で学ぶことのミッション）を明確にします。

　講師経歴： 山田　元一氏（（株）金沢倶楽部　代表取締役社長）
　　　1955年　福井県越前市生まれ。
　　　1978年　金沢大学法文学部哲学科卒業
　　　1981年　金沢倶楽部の設立に参画
　　　1996年　金沢倶楽部代表取締役

広告代理業と出版業を兼業する全国でも例のない会社を経営。ネット事業部や小売事業部を持ち、複数業態を
統合的に経営する独自組織が特徴。B2Cでは、Clubism、月刊金澤、幸せのかたち、デンタリズムなどの雑誌媒体
で、若者から大人、シニアまでを顧客とし、B2Bでは、県庁からラブホテルまで幅広いクライアントを有する。
趣味は読書と音楽鑑賞。講演歴は、観光分野を中心として、過去100回ほど。

受講者の到達目標
①観光について学ぶことが重要であることを理解できる。
②この塾の開講目的を理解し、この機会を自分がどう活かすのかを認識できる。
③ビジョナリーたちが考える石川県の観光の「ミライ（未来）」をチームで共有できる。
④塾で学ぶことに対する社会的な期待を理解できる。
⑤この塾を受講することで変わる自分の姿や向上する能力、到達レベルを自覚し、またそれを表現でき
る。

テキスト・教材・参考図書など その他、履修上の注意事項や学習上の助言など



ファシリテーションの基礎
6月24日（土）
13：00～15：00

地場産業振興センター
第13研修室

溝渕 清彦
（GOOD?WORKSHOP）

いしかわ観光創造塾 受講プログラム
講　　　義　　　名 開講日時 開　講　場　所 講　　師　　名

授　業　の　主　題　
キーワード 　チームやプロジェクト活動を促進するスキルである「チームビルド」と「ファシリテーショ

ン」について学習します。まずチームビルドの意味とプロセスについて学習し、成果を生
み出しながらも、中長期的な利益を考えて合意形成を進める「ファシリテーション」の基
本や考え方を学びます。そして、日常の会議を生産性の高い場にするための基本的な
スキル（傾聴／質問方法、ファシリテーション・グラフィック（議論の可視化技法）、プロセ
スマネジメント）について講師の説明を聞いた上で、実習します。
　この塾の学習全般に必要な考え方とスキルですが、日常業務での会議や打ち合わせ
で活かすことができるスキルでもあるので重要です。

ファシリテーション

合意形成

コミュニケ－ション

チームビルディング

テキストは当日までに配布致します。また、参考図書は
以下の通りです。

堀公俊(2016) 『ファシリテーション・ベーシック
ス』, 日本経済新聞出版社, 東京都, 206p.
堀公俊・加藤彰(2006) 『ファシリテーション・グ
ラフィック』, 日本経済新聞出版社, 東京都,
221p.
堀公俊(2004) 『ファシリテーション入門』, 日本
経済新聞出版社, 東京都, 197p.
中野民夫以下5名(2009) 『ファシリテーション
－ 実践から学ぶスキルとこころ』, 岩波書店,
東京都, 192p.
中野民夫(2003) 『ファシリテーション革命－参
加型の場作りの技法』, 岩波書店, 東京都,

　ファシリテーションは単なる会議の進行術ではなく、チームを活性
化するための体系化された技法です。地域や企業、観光の実際の
現場において何らかの目的を達成するためには、チームを結成し、
チームが機能するようにマネジメントする必要があります。
　授業は2時間と短いのですが、内容を絞り込んでお伝えしますの
で、ぜひこれからの授業、ケースメソッドの中で実践を積み、またご
自分の職場や活動で使ってみて下さい。
　また近年では「ファシリテーション」という言葉の認知も広がりつつ
あり、さまざまな研修会も開催されています。経験を重ねることが必
要な技法ですので、そうした研修会への参加も推奨します。ご要望
があればご紹介できます。
　また内容についての質問があれば、お気軽にお知らせください。

授業の概要（授業の進め方・履修項目など）
【事前課題】
　第1講で行ったグループディスカッションをふりかえり、「進め方や参加の仕方」について課題と感じた点や難し
かった点を、指定の用紙に記入してください。あわせて、あなたが普段、職場等での会議や打ち合わせにおける
課題や難しく感じる点についても記入してください。

【授業】
　当日配布のPPT資料やワークシートを用いて、チーム活動のプロセスに関与することで、チームの活性化を図
り、効果的にアウトプットを生み出す「ファシリテーション」スキルの基礎を学びます。授業では、講師による概要
説明の後、いくつかのポイントとなるスキルを紹介します。

　特に、「チーム・ビルディングをどのように進めるか」「相手の話をどのようにして聞くか」「結果をどうまとめるか」
など、この塾での受講で必要なスキルであり、かつ日常の仕事や活動でも応用可能なスキルを身につける導入
の場とします。受講者全員が「ファシリテーター」と「書記」の重要性に気が付き、受講生の気づきを共有します。
必要に応じて講師が情報を提供しますが、本授業中いつでも質問を歓迎しますので挙手をお願いします。

　実際の授業では、最初の50分を授業形式で進め、その後、チームに分かれて実習します。実習では、事前課
題でまとめてきた、これからの各自のビジョンをもとに、これからの石川観光の課題を3つにまとめ、またその課
題を克服し、観光どのように社会や経済の振興に活用したらよいかという石川観光のビジョンのキ－フレーズと
その説明を数行にまとめます。まとめは模造紙を用いて行います。その後、チームでまとめて発表してもらいま
す。

　また、最後の15分ほどを「ふりかえり」にあて、今日の学びの定着を図ります。

【事後課題】
　今日学んだスキルを、皆さんの職場や活動の場で使ってみて下さい。複数の受講生に次回の開講の際にその
報告をしてもらいます。そのためA4用紙1枚（1600字以内）にまとめておくことをお勧めします。こうしたスキルの
全ては,これからの授業でも受講生の活動でも使うことができます。

受講者の到達目標

（1）チームビルディングの重要性と意味を説明できる。
（2）傾聴、ファシリテーショングラフィック、効果的な質問など、ファシリテーションの基本スキルを実践できる。
（3）ファシリテーターとしてチームをファシリテートする体験をできる。
（4）チームマネジメントについて実践する際に他者に意味を説明できる。

テキスト・教材・参考図書など その他、履修上の注意事項や学習上の助言など



ケースメソッドⅠ
6月24日（土）
15：15～17：15

地場産業振興センター
第13研修室

敷田麻実（北陸先端科学技術大学院大
学）

溝渕 清彦（GOOD?WORKSHOP）

いしかわ観光創造塾 受講プログラム
講　　　義　　　名 開講日時 開　講　場　所 講　　師　　名

授　業　の　主　題　
キーワード 　ケースメソッドの本格実施に備えて、ケースの解き方をミニケースを解くことで体験し、

スキルの習得に努めます。また、チームビルディングやファシリテーションをケースを解
く中で体験し、実践できるようにします。その際に、ケースの当事者でありながら、俯瞰
して見ることができる「メタ認識」を体験し、その重要性を自覚する様にします。

ケース導入

ポジショニングマップ

チーム活動

チームビルディング

メタ認識

テキストは当日までに配布致します。また、参考図書は
以下の通りです。

草地真(2015) 『「明日（あした）からリーダーやって」と
言われた人の　ファシリテーションスキル超入門』, ぱ
る出版, 東京都, 175p.
新岡優子(2015) 『ITリーダーが確実にファシリテー
ションを身につける本』, 日経BP社, 東京都, 207p.
中田豊一(2015) 『対話型ファシリテーションの手ほど
き』, ムラのミライ, 高山市, 118p.
谷益美(2014) 『リーダーのための！ファシリテーショ
ンスキル』, すばる舎, 東京都, 254p.
グロービス(2014) 『ファシリテーションの教科書　組織
を活性化させるコミュニケーションとリーダシップ』, 東
洋経済新報社, 東京都, 204p.

　同日開講の「ファシリテーション」を受けての授業です。ファシリテーショ
ン基本を使って、二つのテーマについて実習します。その中で、ファシリ
テーションの意味や難しさを体験しながら、「作法」を身につけていきます。
　ファシリテーションはいくつもよい本が出ていますので左の参考資料を参
考にして下さい。またこのケースは経営学を基本にしています。以下が参
考になると思います。
國部克彦以下19名(2015) 『人生を変えるＭＢＡ － 「神戸方式」で学ぶ最
先端の経営学』, 神戸大学専門職大学院（MBA）編,有斐閣, 東京都, 315p.
入山 章栄(2015) 『ビジネススクールでは学べない 世界最先端の経営
学』, 日経BP社, 東京都, p.
琴坂将広(2014) 『領域を超える経営学 - グローバル経営の本質を「知
の系譜」で読み解く』, 村田康明編,ダイヤモンド社, 東京都, 441p.
佐々木圭吾(2013) 『みんなの経営学』, 日本経済新聞出版社, 東京都,
297p.

授業の概要（授業の進め方・履修項目など）
【事前課題】
　特になし

【授業】
　ミニケースを2本用意し、各チームに分かれてそのケースを解く中で、チームビルディングを体験します。また
チーム内での役割分担やプレゼンテーションも体験し、後半の授業に備えることにします。

　実際の授業は、最初の20分を講義形式で進め、その後、チームに分かれて実習します。

　実習では、まず観光関連会社の運営をめぐる社内の対立の解決をモデルにしたケースです。コンサルタントと
して会社の相談を受けた立場になって思考します。対立を解消するために、どのように会社の組織や予算、体
制を整えるかについて議論して、その提案を発表します。「チーム・ビルディングをどのように進めるか」「相手の
話をどのようにして聞くか」「結果をどうまとめるか」など、この塾での受講で必要なスキルであり、かつ日常の仕
事や活動でも応用可能なスキルを身につける導入の場とします。また「ファシリテーター」と「記録係（書記）」「プ
レゼンター」「タイムマネジャー（時間管理）」などの役割分担をして進めてもらいます。発表、ふりかえりを含めて
50分です。

　次のケースでは、ポジショニングマップの基本を学びます。そのことを通して、事象を客観的に評価する手法の
重要性を身につけます。発表を含めて40分です。
　
　また、最後の10分を「ふりかえり」にあて、今日の学びの定着を図ります。

【事後課題（ファシリテーションに同じ）】
　今日学んだスキルを、皆さんの職場や活動の場で使ってみて下さい。複数の受講生に次回の開講の際にそ
の報告をしてもらいます。そのためA4用紙1枚（1600字以内）にまとめておくことをお勧めします。こうしたスキル
の全ては,これからの授業でも受講生の活動でも使うことができます。

受講者の到達目標

（1）チームビルディングを実際のプロジェクトで実践できる。
（2）傾聴、ファシリテーショングラフィック、効果的な質問など、ファシリテーションをチーム内で実践できる。
（3）ファシリテーターなどそれぞれの役割をチームの一員として担当できる。
（4）成果を的確に発表できる。
（5）ポジショニングマップの意味を理解して使うことができる。

テキスト・教材・参考図書など その他、履修上の注意事項や学習上の助言など



実践的マーケティングの
基礎知識

6月25日（日）
10：00～17：00

地場産業振興センター
第13研修室

高田雅文
（株式会社日々是好日　代表取締役）

いしかわ観光創造塾 受講プログラム
講　　　義　　　名 開講日時 開　講　場　所 講　　師　　名

授　業　の　主　題　
キーワード 「はじめてマーケティングを学ぶ」という方、そして「マーケティング知識を知

らないわけではないけれど、どう実践で使えばよいのかわからない」という
方が現場でマーケティングを使えるようになるための、実践的なマーケティ
ングを基礎から学びます。
①環境分析→②市場と顧客の狙いをつけ自社のポジションを決める→③
最適なマーケティング・ミックスを組み立てるといったマーケティングの流れ
が腑落ちすることを目標とします。

SWOT分析、クロスＳＷＯＴ分析

３C分析

ＳＴＰ

マーケティング・ミックス

コミュニケーション・ミックス

当日の授業はスライドで説明します。事前配布するテ
キストは参考資料として使えます。

【参考図書】
恩蔵直人（2017） 『 マーケティングに強くなる 』、筑
摩書房、236p.
大山秀一（2016）『 これだけは知っておきたい「マー
ケティング」の基本と常識【改訂版】 』、フォレスト出
版、237p.
佐々木圭吾 ( 2013 )  『 みんなの経営学 』、日本経
済新聞出版社、384p.
佐藤義典（2011）『 実戦マーケティング戦略 』、日本
能率協会マネジメントセンター、269p.
池上重輔（2007）『 実務入門 マーケティングの実践
教科書 』、日本能率協会マネジメントセンター、200p.

　本屋に行くと何種類ものマーケティング本があります。今、世に出て
いるそれらマーケティング本は、実践にはそのまま使えない「学術的な
理論」（木であれば根の部分）や個別の事情にのみ対応する「枝葉の
技法」が多く、マーケティングの基本が体系的に理解できていない方
が読むと混乱を招いてしまい、「本を読めば読むほど、わけがわから
なくなる」という事態に陥ります。
　この授業で伝えるマーケティング知識はマーケティングの基本中の
基本であり、木であれば「幹」に当たるものを学びます。マーケティング
を学習する際には、そのマーケティング手法が「根」なのか「枝葉」なの
か「幹」なのかを一度立ち止まって考えることを勧めます。

授業の概要（授業の進め方・履修項目など）
　事前に配布されたテキスト及び当日配布の資料に基づき、授業を進めていきます。
授業の前半は座学を中心にマーケティングの基礎知識を学び、後半はマーケティング知識を実際に
使って石川の新しい観光を考えるというグループワークを行います。「知識を聞くだけ」ではなく「知識を
実際に使えることができる」ようになる講義デザインにしています。
　前半の「マーケティングの基礎知識」については、①環境を分析する（３Ｃ、ＳＷＯＴ分析等）、②市場の
選定・自社が狙う顧客の選択（ＳＴＰ）、③マーケティング・ミックスの最適化（マーケティングの４Ｐ・４Ｃ
等）、という「マーケティングの大まかな流れ」を、1つずつ丁寧に説明していきます。
後半の「グループワーク」では、前半で学んだ３Ｃ分析・SWOT分析・クロスSWOT分析等を用いて、石川
県の環境分析を行います。その分析から新たな潜在ニーズを発掘し、そのニーズに対し「石川県は何を
すべきか」をチームで取りまとめて、発表してもらいます。

【事前課題：石川県の３Ｃ分析】　～様式はワードファイルを後日送付～
　　1.石川県の競合地区を一箇所決める
　　2.石川県の観光資源・強み・シーズを思いつくだけ記述する
　　3.競合地区の提供コンテンツ（商品・サービス）を調べ記述する
　　4.顧客のニーズを記述する（顕在ニーズ・潜在ニーズ）

【事後課題：チーム発表した事例のマーケティング・ミックス】　～様式はワードファイルを後日送付～
　　グループワークで発表した事柄についてマーケティング・ミックスを考える
　　1.Product：提案した商品・サービスの概要を記述
　　2.Price：販売予定金額を記述（このくらいの価格なら買いたいという顧客目線での価格を記述）
　　3.Ｐｌａｃｅ：商品・サービスをどこでどのように販売するのかチャネル戦略を考える
　　4.Promotion：宣伝媒体等のコミュニケーション・ミックスを考える
　　5.当事柄の名称及びキャッチコピーを考える（顧客の興味を引くコピーを考える）

受講者の到達目標
①３C分析やSWOT分析を用いて環境分析ができる。
②クロスSWOT分析を用いて４つの戦略を作ることができる。
③STPフレームワークで市場を細分化し、その中から適切なターゲットを選択できる。
④適切なマーケティング・ミックスを構築できる。
⑤ターゲットに対し訴求力のあるメッセージを選択できる。
⑥マーケティング知識を「知っている」から「実践できる」ようになる。

テキスト・教材・参考図書など その他、履修上の注意事項や学習上の助言など



マネジメントの基礎
7月23日（日）
10：00～17：00

地場産業振興センター
第13研修室

当麻 哲哉
（慶應義塾大学大学院

システムデザイン・マネジメント研究科）

いしかわ観光創造塾 受講プログラム
講　　　義　　　名 開講日時 開　講　場　所 講　　師　　名

講　義　の　主　題　
キーワード 「マネジメント」とはどういうものか、観光創造において、どのように捉えたら

よいのか、中心となるファシリテーターのリーダーシップとマネジメントの必
要性や基礎的な考え方を学んだうえで、ワークショップを通して「協創」の
イノベーションがチーム活動から生み出されることをアクティブラーニング
で体感します。また、アイデアを実現に向けてマネジメントしていくうえで必
要なスキルとして、プロジェクトマネジメントの基礎を学びます。

協創によるイノベーション

プロジェクトマネジメント

システム×デザイン思考

因果関係ループ図

欲求連鎖分析

　当日の講義はスライドにて説明いた
します。
【参考図書】
前野隆司（2014）『システム×デザイン
思考で世界を変える』、保井俊之
（2012）『日本の売り方－協創力が市
場を制す』、林美香子（2008）『農都共
生のヒントー地域の資本の活かし
方』、池田守男・金井壽宏（2007）
『サーバントリーダーシップ入門』、石
井浩介・飯野謙次（2008）『価値づくり
設計』

　「木を見て森を見ず」ということわざがあります。細かい問題に
気を取られすぎて、全体を見失ってしまうことを譬えている言葉
です。知らず知らずのうちに、森を見ないで行動していることは
ありませんか。世の中が複雑になってきた昨今では、多くの課
題が山積している現状で全体像を見失ってしまうと、良かれと
思って行う改善行動が逆効果となり、かえって以前より悪くなっ
てしまうということが起こりえます。
　地域課題解決におけるマネジメントは、こうした全体を見る力
と、その中でどこに優先順位をつけて取り組むか、重点ポイント
を見つけ出す力、そして市民の総力で解決していく協創力を養う
必要があります。

講義の概要（講義の進め方・履修項目など）
　当日配布の資料に基づき、講義を進めていきます。

　講義の前半は座学を中心に「マネジメント」とはどういうものか、その基礎知識を学びます。そのうえで
観光創造において、マネジメントをどう捉えるべきなのか、参加者の皆さんとディスカッションしていきま
す。とくに、中心となるファシリテーターのリーダーシップとマネジメントの必要性や基礎的な考え方を議
論していきたいと思います。
　また、現状抱えている地域課題と行政が考えている未来ビジョンを、市民レベルでの具体的な行動に
落としていくまでのプロジェクトデザイン手法について紹介しながら、アイデア実現に向けたマネジメント
に必要とされるスキルとして、「プロジェクトマネジメント」の基礎知識を学びます。

　後半は、グループに分かれてワークショップ形式を取ります。チームのメンバーが知恵を出し合って、
「協創」のイノベーションが生まれていくプロセスを、ワークショップで体感していただきます。具体的に
は、

　①ブレインストーミング
　②因果関係ループ図
　③ステークホルダー分析
　④欲求連鎖分析

などの協創対話ツールを、「石川県の観光ビジョン」をテーマにしてグループワークを行いながら習得し
ていきます。最後に、各チームで取りまとめて発表していただきます。

受講者の到達目標
①観光創造におけるマネジメントのあり方について理解を深める
②地域課題解決のためのファシリテーターのリーダーシップについて必要性を理解する
③プロジェクトマネジメントの重要性、必要な知識とスキル、プロセスを学ぶ
④協創のためのシステム×デザイン思考を学び、アイデア創出手法を実践できるようにする
⑤複雑な地域課題の全体像を把握し、全体を見失わずに取り組むポイントを見つけ出す手法を習得す
る
⑥プロジェクトのステークホルダーの思いがどのように満たされていくのか、思いの流れを知る手法を学
ぶ

テキスト・教材・参考図書など その他、履修上の注意事項や学習上の助言など



宿泊業のアカウンティング
8月27日（日）
10：00～17：00

こまつ芸術劇場うらら
第３会議室

内藤信也
（ホスピタリティパートナーズ）

いしかわ観光創造塾 受講プログラム
講　　　義　　　名 開講日時 開　講　場　所 講　　師　　名

授　業　の　主　題　
キーワード 一般に経理業務を専門とする職務に従事していなければ、『決算書は作れなくて

も、読めれば良い』と言われていますが、一体、『決算書が読めれば良い』とは、
具体的にはどの程度の知識や理解度が必要で、どのように学習すれば、良いの
でしょうか？　本講座では、『決算書が読める』＝『企業の事業活動を通じて発生
した取引が、どのように①貸借対照表、②損益計算書、③キャッシュフローステー
トメントに記録されるのかを理解している』という定義で、会計の仕組みについて
授業と演習を通じて学習します。

会計とは何か？

貸借対照表

損益計算書

キャッシュフローステートメント

財務会計と管理会計

テキストは当日までに配布致します。ま
た、参考図書は、授業終了時に示しま
す。

※演習は、主にエクセルを使って行います。そのため、受講者
は各自ノート型PCを持参して下さい。またエクセルのスキルに
関しては、最低限、四則演算のエクセル関数が使えることを求
めます。事前に習熟しておいて下さい。

授業の概要（授業の進め方・履修項目など）
事前課題はありません。ただし、エクセルの四則演算関数が使えることを必須としますので、こうした関数には習
熟しておいて下さい。

＜授業の前半部分：財務会計＞

　当日までに配布された資料に沿って、授業と演習を繰り返しながら、企業の事業活動を通じて発生した取引が、
どのように①貸借対照表、②損益計算書、③キャッシュフローステートメントに記録されるのかについて理解でき
るよう学習します。これにより、決算書に表された財務会計上の会計の仕組みについて理解できるようになること
を目指します。※授業は、主にエクセルを使います。そのため、受講生は各自ノート型PCをご持参して頂くことを
必須とします。なお、観光産業の様々な業種に従事されており、かつ、会計について初心者である受講者の方々
が参加されることを想定し、前半の財務会計の演習では、物販の企業を事例に取り上げ、企業の事業活動を通じ
て発生した取引が、どのように①貸借対照表、②損益計算書、③キャッシュフローステートメントに記録されるのか
について学習します。

＜授業の後半部分：管理会計＞
　会計には、大きく分けて、外部の第三者に自社の財政状態を説明する目的で作成される①財務会計と、企業が
自社の事業活動に役立てる目的で作成する②管理会計の2種類があります。後半では、宿泊業に的を絞って、管
理会計について説明した上で、宿泊業で管理会計を導入及び活用することの重要性について学習します。

＜前半：財務会計：授業と演習＞
１）自分の身近な日常生活の事例を使って、決算書の仕組みを直感的に理解する。
２）物販業を事例として取り扱い、企業の事業活動を通じて発生した取引が、どのように貸借対照表、損益計算
書、キャッシュフローステートメントに記録されるのかについて学ぶ。

＜後半：管理会計：授業と演習＞
１）宿泊業の管理会計のフォーマットを理解する。
２）宿泊業における所有と経営と運営の分離について理解し、財務会計と管理会計の整合性について理解する。

受講者の到達目標

１）自分の身近な日常生活の事例を使って、決算書の仕組みを直感的に理解する。
２）企業の事業活動を通じて発生した取引が、どのように貸借対照表、損益計算書、キャッシュフローステートメン
トに記録されるかについて理解する。
3）宿泊業の管理会計のフォーマットを理解する。
4）宿泊業における所有と経営と運営の分離について理解する。
５）宿泊業における財務会計と管理関係の整合性について理解する。

テキスト・教材・参考図書など その他、履修上の注意事項や学習上の助言など



宿泊業のファイナンス
10月15日（日）
10：00～17：00

こまつ芸術劇場うらら
第３会議室

内藤信也
（ホスピタリティパートナーズ）

いしかわ観光創造塾 受講プログラム
講　　　義　　　名 開講日時 開　講　場　所 講　　師　　名

授　業　の　主　題　
キーワード 　昨今では、J-REIT（不動産投資信託）の普及により、宿泊施設自体が金融商品

として売買されるようになり、それに伴い、宿泊施設のオーナーや、運営会社が頻
繁に変わることが珍しくなくなりました。前回8月に学習した宿泊業のアカウンティ
ングの内容を踏まえて、この授業では、宿泊業に特化したファイナンスについて
学びます。
　宿泊業は、一般的にサービス産業の枠組みで捉えられていますが、土地・建
物・設備・備品などを必要とする点で、代表的な装置産業の一つとも言えます。装
置産業においては、多額の資本が必要であるため、装置産業の他の業種と同
様、ファイナンスの知識が不可欠です。そこで、この授業では、宿泊業に特化した
ファイナンスの基礎について学びます。

ファイナンス

財務分析

時間価値

投資判断基準

加重平均資本コスト

DCF法による資産価値評価

テキストは当日までに配布致します。ま
た、参考図書は、授業終了時に提示しま
す。

①授業は、主にエクセルを使います。そのため、受講者は各自ノート
型PCをご持参して頂くことを必須とします。

②またエクセルのスキルに関しては、最低限、四則演算のエクセル関
数が使えることを必須とします。

③この授業を受講される方は、8月に開催される宿泊業のアカウンティ
ングの受講を必須とします。

授業の概要（授業の進め方・履修項目など）
　この授業では、当日までに配布された資料に沿って、講義と演習を繰り返しながら、宿泊業に特化した
ファイナンスの基礎について学びます。最終ゴールは、前回の『宿泊業のアカウンティング』で学んだ会
計の基礎知識と、この授業で学ぶファイナンスの基礎知識を掛け合わせて、ある宿泊事業を営む企業
の企業価値と、その企業が所有する宿泊施設の不動産価値がどのように決定されるのか？について
の仕組みを理解することです。

　この授業を通じて、受講者が、それぞれの勤務先で、事業計画を作成する際の肝となる財務予測モデ
ルを自力で作成できるようになるきっかけをこの授業で作りたいと思います。ファイナンスの分野は、非
常に幅が広く、かつ奥が深いため、この授業では、あくまでも、宿泊事業を営む非上場企業かつ中小企
業のファイナンス基礎知識の活用を想定し、ファイナンスの主要トピックに限定して学びます。
　

　学習内容（講義と演習）
　　①　ファイナンスとは何か？
　　②　財務分析の基礎 （Financial Ratio Analysis)
　　③　ローン返済の仕組み
　　④　将来財務諸表のモデル
　　⑤　お金の時間価値
　　⑥　投資判断基準（正味現在価値、内部収益率、投資回収期間）
　　⑦　割引率の種類（金利、加重平均資本コスト、資本還元利回り）
　　⑧　DCF法による企業価値評価と不動産価値評価

受講者の到達目標

１）ファイナンスとアカウンティングの違いを理解した上で、両分野の観光ビジネスにおける重要性を理解できる。
２）財務諸表（決算書）の基礎的な財務分析を行い、企業の将来性や安定性について自分の見解が持てるように
なる。
３）過去の財務諸表と、宿泊業の事業活動についての理解を基に、財務諸表の予測モデルを作成できる。
４）お金の時間価値とお金の時間価値に基づく投資判断基準を理解できる。
５）ローンの返済の仕組みについて理解できる。
６）宿泊業における'DCF法による資産価値評価を理解できる。（企業価値評価と不動産価値評価）

テキスト・教材・参考図書など その他、履修上の注意事項や学習上の助言など



インバウンドの取組み
9月7日（木）
13:00～14:30

いこいの村
能登半島

北口 　義一
（石川県国際観光課長）

いしかわ観光創造塾 受講プログラム
講　　　義　　　名 開講日時 開　講　場　所 講　　師　　名

授　業　の　主　題　
キーワード 　増加するインバウンド観光客にかんしての基礎的な知識を得た上で、石

川県や国が進めるインバウンド政策とその背景を理解し、今後のインバウ
ンド政策の方向性や可能性を理解する。また、インバウンド政策が地域や
地域観光産業にもたらす影響やその解消策、対応策を議論する。

インバウンド

外国人観光客

文化戦略

地域資源

観光戦略

当日の授業はスライドで説明します。

【参考図書】
宍戸学ほか(2017) 『観光ビジネス実践ワークブック
―地域インバウンド編』, 宍戸学・李娜編,横浜商科大
学, 49p.
ハリガン・シャア(2017) 『インバウンドマーケティング
: オンラインで顧客を惹きつけ、招き、喜ばせるマー
ケティング戦略』, すばる舎,  366p.
篠原靖(2013) 『観光デザイン入門　２１世紀は観光
創造時代！』, 日本経済評論社, 80p.
アトキンソン＝デービッド(2015) 『新・観光立国論　イ
ギリス人アナリストが提言する21世紀の「所得倍増
計画」』, 桑原哲也編,東洋経済新報社, 275p.
安田亘宏(2015) 『観光サービス論 - 観光を初めて
学ぶ人の14章』, 古今書院, 266p.

事前に配布される統計資料や関連資料を活用して下さい。また自分で
資料検索をして補足して下さい。

授業の概要（授業の進め方・履修項目など）
　事前に配布された教材及び石川県の統計資料に基づき、授業を進めていきます。講義の進め方は、
前半60分を講師による座学とし、それを受けて、後半30分間で質疑応答と、提出された問題の答え合
わせをグループで行います。

　前半の座学の授業の内容は、
　　日本のインバウンド観光の実態と傾向
　　石川県のインバウンド観光の実態と傾向
　　日本のインバウンド観光振興政策
　　石川県のインバウンド観光推進政策
　　インバウンド観光の課題と対策

　
【事前課題】
　　事前に送付される穴埋め問題を統計資料を活用して解いて提出する。

【事後課題】
　　特になし

受講者の到達目標
（1)　インバウンド観光の実態について,国レベルと石川県レベルの特徴や傾向を説明できる。
（2)　インバウンド観光の効果や影響と緩和策を説明できる。
（3）　インバウンド観光の今後について自分の考えを説明できる。

テキスト・教材・参考図書など その他、履修上の注意事項や学習上の助言など



ケースメソッドⅡ
9月7日（木）～8日

（金）
いこいの村
能登半島

種村聡子（武蔵大学）
永石尚子（（株）ANA総合研究所）
村本和賀南（ホロデックスコンサルタン

いしかわ観光創造塾 受講プログラム
講　　　義　　　名 開講日時 開　講　場　所 講　　師　　名

授　業　の　主　題　
キーワード 　これまで塾で学んだ知識を融合し、ケース教材に応用することで、どのよ

うに新規事業が実践されたのかを構造的に理解します。ケース教材は、実
存する企業（今回のケースは、株式会社リビタ）への調査・聞き取りから作
成されています。リノベーション事業者がホテル事業に新規参入したケー
スを通し、事業コンセプトの実現に必要な分析や方策を学びます。そのう
えで、更なる新規事業をグループごとに企画発表し、その実現性を評価し
ます。ご自身の職場で活用できる実践能力の向上を目指します。

新規事業創出

事業コンセプト実現

経営資源の評価・獲得

顧客設定

シェア型ホテル

当日の授業はスライドにて説明します。
ケース教材は事前配布します。

【参考図書】
高橋徳行編著（2017）『ケーススタディ地域活
性化の理論と現実』，同文館.
ハリガン・シャア(2017) 『インバウンドマーケ
ティング : オンラインで顧客を惹きつけ、招
き、喜ばせるマーケティング戦略』, すばる舎,
366p.
恩蔵直人 (2017) 『マーケティングに強くなる』,
筑摩書房,  230p.
コトラー・ケラー(2014) 『コトラー&ケラーの
マーケティング・マネジメント （第12版）』, ㈱
ピアソン桐原編,丸善出版, 967p.

事前に配布されるケース教材を読み込んで下さい。また本ケースに関
する関連資料を収集して下さい。

パワーポイントで最終発表をしてもらいます。各グループに最低１人、
ノートパソコンを用意してください。

授業の概要（授業の進め方・履修項目など）
　事前に配布された教材及び当日配布の資料に基づき、授業を進めていきます。授業の進め方は、グループディ
スカッション、クラスディスカッションを主としています。今回使用するケースは、リノベーション事業を展開する株式
会社リビタが、シェア型ホテル「HATCHi金沢」を開発・運営するために必要な経営資源（人、物、金、情報）をどの
ようにして獲得し、事業コンセプトを実現させたかについて書かれています。

　授業の前半は、ケースを解題していきます。ケース作成者への質問を通し、ケースに書かれていない情報も交
えながら事業への理解を深めます。新しい事業コンセプトがどのように実行されたのかを追いながらながら、その
事業が提供する商品の顧客は誰か、価値は何か、競合との違いは何か、などについて整理します。観光塾で学
んだマネジメントやマーケティングなどの知識を駆使し、実際の事業に当てはめてみます。
　授業の後半は、この「HATCHi金沢」の事業理念に基づき、新たに実現してみたい「企画」をグループで立案し、
プレゼンテーションしてもらいます。そして、新企画のパンフレット、あるいはWebサイトの告知イメージを作成して
いただきます。

【事前課題：『HATCHi 金沢』の事業理念】　～様式はワードファイルを後日送付～
　配布されるケース教材を読み込んで下さい。また本ケースに関する関連資料を収集して下さい。
　ケース教材用の事前課題を準備して提出する
　　(1)　「HATCHi金沢」の事業理念を言葉で表現すると、どのような表現になりますか？
　　(2)　「HATCHi金沢」の顧客は誰か？また、顧客に対して「HATCHi金沢」はどのような価値を提供しています
か？
　　(3)　「HATCHi金沢」は、どのような事業者と競合しますか？また、その事業者と「HATCHi金沢」の提供している
価値はどのような違いがありますか？

【事後課題：チーム発表した新企画】
　グループでのディスカッションのふりかえりをする
  作成物をブラッシュアップし提出する

受講者の到達目標
　ケース教材の情報を読み解き、ディスカッションすることにより、実際に持っている知識を応用・活用で
きるようになることが目的です。
（1)　シェア型ホテルの事業コンセプトとその展開例を具体的に述べることができる。
（2)　マーケティング（顧客設定と提供価値）を理解し、その実現の方策を具体的に提案できる。
（3）根拠に基づいた新規事業を提案できる。

テキスト・教材・参考図書など その他、履修上の注意事項や学習上の助言など



事業計画立案
11月8日（水）
11月17日（金）

石川県庁　1407会議室
赤穂雄磨（合同会社 観光創造ラボ）
敷田麻実（北陸先端科学技術大学院大学）

いしかわ観光創造塾 受講プログラム
講　　　義　　　名 開講日時 開　講　場　所 講　　師　　名

授　業　の　主　題　
キーワード 　これまで観光塾で学んだ知識を用いて、観光分野における新規事業を

立案します。今回までの授業では、観光の基本、観光システム、マーケ
ティング、マネジメント、事業立案などを学ぶましたが、こうした学習内容を
応用して、石川県における新規事業を立案する授業です。実現可能性の
高い事業をチームで立案してもらいます。チームで提案書を発表し、その
実現可能性や投資可能性を評価します。

新規事業創出

事業立案

事業計画

投資可能性

当日の授業はスライドにて説明します。

【参考図書】
梅田望夫(2001) 『シリコンバレーは私をどう変えた
か－起業の聖地での知的格闘記』, 新潮社,  205p.
オーエンズ＝トレヴァー・フェルナンデス＝オービー
(2015) 『リーン・スタートアップを駆使する企業　急
成長する新規事業の見つけ方・育て方』, 日経BP
マーケティング, 404p.
根来龍之(2014) 『事業創造のロジック　ダントツのビ
ジネスを発想する』, 日経BPマーケティング, 255p.
ムリンズ＝ジョン＝W.(2007) 『ビジネスロードテスト
－ 新規事業を成功に導く7つの条件』, 英治出版,
381p.

パワーポイントで最終発表をしていただきます。各グループに最低１
人、ノートパソコンを用意してください。

授業の概要（授業の進め方・履修項目など）
　事前に配布された教材及び当日配布の資料に基づき、授業を進めていきます。事前課題は、それぞ
れが新規事業案を創ってくることです。各チームでその資料を元に、有望な事業を一つ選び出し、ブラッ
シュアップします。

　事業では最初60分で、赤穂講師の体験に基づく事業計画の作成から実施までを紹介して参考にしま
す。その上で、チームごとに実際の事業スタートに必要な計画書や目論見書を作成します。

　2日目の最終発表はそれぞれのチームによる提案です。投資可能性、新規姓、実現可能性、共感度、
優位性、石川へのアウトカム（社会的インパクト）などによって真意事業を評価します。

【事前課題】　～様式はワードファイルを後日送付～
　各自で新規事業の提案を作成してくる。

【事後課題】
　必要に応じて新規事業の資金調達活動に繋げる。

受講者の到達目標

（1)　事業計画書を形式に沿って作成できる。
（2)　事業計画を魅力的にプレゼンテーションし提案できる。
（3） 事業計画に十分な共感を得ることができる。

テキスト・教材・参考図書など その他、履修上の注意事項や学習上の助言など


